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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第56期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,944,680 17,203,034

経常利益（千円） 137,552 752,963

四半期（当期）純利益（千円） 74,024 183,586

純資産額（千円） 4,117,540 4,142,722

総資産額（千円） 11,323,747 11,422,490

１株当たり純資産額（円） 784.39 789.19

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
14.10 34.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 36.4 36.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
305,969 921,100

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△82,067 △774,064

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△128,588 50,387

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,417,387 1,322,073

従業員数（人） 720 654

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第一四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

　主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第一四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 720 (595)

　（注）　１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第一四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　　　　　２．従業員数が当第一四半期連結会計期間において６６名増加（卸売事業部門４１名増、小売事業部門２５名増）

しましたのは、卸売事業部門では、将来を見据えた新規採用の強化、小売事業部門では販売スタッフの強化に

よるものであります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 8 (1)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第一四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門等の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

卸売事業部門（千円） 3,304,773 －

小売事業部門（千円） 426,162 －

合計（千円） 3,730,935 －

　（注）　金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における卸売事業部門の受注状況を示すと、次のとおりであります。

区分 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

卸売事業部門 2,278,750 － 48,057 －

　（注）１．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２．小売事業部門は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門等の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

卸売事業部門（千円） 2,371,209 －

小売事業部門（千円） 1,573,471 －

合計（千円） 3,944,680 －

　（注）１．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

２．総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第一四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期は、原油価格の高騰、製菓原料価格の更なる上昇懸念、食の安全に対する信頼を揺るがす事件が多発

するなど、引続き厳しい事業環境で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループでは、「寿スピリッツ革命は高い価値創造革命だ！」の経営方針のもと、こ

れまで以上に地域性及び専門店性を追求し、お客様に「選ばれる」魅力ある高付加価値商品とサービスの提供に努

めてまいりました。

　また、重点施策として高付加価値商品の開発、製品価格・規格の見直し、通信販売の強化などの諸施策による売上

総利益率の改善、売場・販促什器の改良、経費の削減、品質管理・内部統制の強化に努めてまいりました。

　以上の結果、当第１四半期の売上高は3,944百万円、売上総利益率は44.0％、販売費及び一般管理費は1,591百万円、営

業利益は143百万円、経常利益は137百万円、四半期純利益は74百万円となりました。

　なお、平成20年４月18日から５月11日に開催された第25回姫路全国菓子博覧会において、当社グループ製品４品が

栄誉ある賞を受賞いたしました。

　

　グループ会社別の業績は次のとおりであります。

　①　寿製菓株式会社

　寿製菓株式会社は、「お菓子の壽城」が新商品「福々兎～茶々囃子～」、15周年記念菓として、「栃つつみ」を

発売、山陰地区では、前期に発売した「白うさぎフィナンシェ」の拡販に取組みました。生産面では、「ラングド

シャ」ラインが平成20年５月に稼動となり、増産に向けた体制の構築を図りました。

　以上の結果、売上高は1,508百万円、営業利益は61百万円となりました。

  ②　株式会社但馬寿

　株式会社但馬寿は、主力であります「黒豆茶」を中心に、「黒豆ほうじ茶」、「黒豆茶ゼリー」、「緑茶」など新

たなアイテムを加え通信販売に注力いたしました。

　以上の結果、売上高は248百万円、営業利益は23百万円となりました。

  ③　株式会社ケイシイシイ　

  　株式会社ケイシイシイは、ダイレクトメールを活用した通信販売が好調に推移しました。また、「ルタオ」10周

年記念スイーツ「パフェ・ドゥ・フロマージュ」、夏季限定「ルタオマンゴーセット」など新商品を投入し商品

アイテムの充実を図りました。

　以上の結果、売上高は1,137百万円、営業利益は139百万円となりました。

  ④　株式会社つきじちとせ

     株式会社つきじちとせは、商品開発に注力し、前期に好評でありました「ラムネゼリー」に新商品「ジン

ジャーゼリー」を加え夏季ギフトの充実を図りました。なお、売上高は前期に実施した不採算店舗の退店、大丸東

京店の売場縮小が減少原因となりました。

　以上の結果、売上高は195百万円、営業損失は18百万円となりました。

  ⑤　株式会社九十九島グループ

　  　株式会社九十九島グループは、テーマパーク向け売上が堅調に推移したものの、前期実施した不採算店の退店、福

岡市場が空港・駅の改装の影響などにより売上高全体では低調に推移しました。新商品では「八女抹茶フロマー

ジュ」、「完熟マンゴーのチーズケーキ」などを投入、また製品価格の見直しに注力いたしました。 

    以上の結果、売上高は791百万円、営業利益は16百万円となりました。

  ⑥　販売子会社（11社）

　  　販売子会社は、主力製品が伸び悩んだものの、関西地区において平成20年３月に出店した「コンディトライ神戸

新大阪店」が好調に推移、また宮崎地区では、マンゴー関連の新商品投入を図りました。

　以上の結果、売上高は873百万円、営業利益は13百万円となりました。
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(2）財政状態の状況

　①　資産、負債及び純資産の状況

  　当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ98百万円減少し11,323百万円となりましました。流動資産

は4,601百万円となり、55百万円減少いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金の減少（273百万円）、現金及

び預金の増加（94百万円）、製品の増加（80百万円）などです。固定資産は、6,721百万円となり、43百万円減少い

たしました。主な要因は、有形固定資産において減価償却費が有形固定資産の取得を上回り44百万円減少したこ

となどです。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ73百万円減少し7,206百万円となりました。流動負債は4,991百万円となり

218百万円増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少（158百万円）、賞与引当金の減少（96百万

円）、確定納付による未払法人税等の減少（94百万円）、賞与関連の未払費用の増加（251百万円）、１年以内返

済予定長期借入金の増加（183百万円）などです。固定負債は2,214百万円となり292百万円減少いたしました。主

な要因は、長期借入金の減少（306百万円）によるものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し4,117百万円となりました。主な要因は、当四半期純利益

（74百万円）の計上による増加、配当金の支払い（104百万円）による減少などです。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.1％増加し36.4％となりました。

　

　②　キャッシュ・フローの状況

  　当第１四半期末の現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比べ95百万円増加し1,417百万円となりまし

た。

　当第１四半期末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、305百万円となりました。

　主な要因は、税金等調整前四半期純利益を136百万円、減価償却費及びのれん償却費を120百万円計上するととも

に、売上債権の減少273百万円、賞与関連に伴うその他流動負債が263百万円増加などの増加要因があった一方、たな

卸資産の増加84百万円、賞与引当金の減少96百万円、仕入債務の減少158百万円、法人税等の支払156百万円などの減

少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、82百万円となりました。

　主な要因は、有形固定資産の取得による支出64百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、128百万円となりました。

　主な要因は、配当金の支払い104百万円などによるものであります。

　

(3）事業上及び財政上の対処すべき課題

　　当第一四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　　当第一四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、8,432千円であります。

　なお、当第一四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第一四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第一四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,200,000

計 15,200,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,068,000 6,068,000 ジャスダック証券取引所 －

計 6,068,000 6,068,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
 （株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 6,068,000 － 1,217,800 － 550,269

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第一四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

当第一四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）

普通株式　　　818,600
－ －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式　　5,249,200 52,492 －

単元未満株式 普通株式　　　　　200 －
　１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 6,068,000 － －

総株主の議決権 － 52,492 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数31個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　(自己保有株式)

寿スピリッツ株式会社
鳥取県米子市旗ヶ崎2028 818,600 － 818,600 13.49

計 － 818,600 － 818,600 13.49

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 861 805 800

最低（円） 779 788 791

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,969,537 1,874,973

受取手形及び売掛金 1,533,241 1,806,736

商品 41,573 42,421

製品 378,993 298,516

半製品 12,372 15,565

原材料 247,654 235,220

仕掛品 28,339 34,506

その他 394,163 353,735

貸倒引当金 △4,051 △4,426

流動資産合計 4,601,821 4,657,246

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,913,211 2,925,816

機械装置及び運搬具（純額） 345,813 343,887

工具、器具及び備品（純額） 219,373 229,525

土地 2,027,873 2,027,873

建設仮勘定 1,575 25,729

有形固定資産合計 ※
 5,507,845

※
 5,552,830

無形固定資産 86,273 85,664

投資その他の資産

その他 1,168,515 1,165,632

貸倒引当金 △40,707 △38,882

投資その他の資産合計 1,127,808 1,126,750

固定資産合計 6,721,926 6,765,244

資産合計 11,323,747 11,422,490

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 765,345 923,469

短期借入金 2,380,000 2,280,000

1年内返済予定の長期借入金 777,465 594,209

未払法人税等 63,747 158,015

賞与引当金 121,294 217,358

その他 883,915 600,164

流動負債合計 4,991,766 4,773,215

固定負債

長期借入金 1,284,036 1,590,894

退職給付引当金 624,229 611,962

役員退職慰労引当金 273,121 270,421

その他 33,055 33,276

固定負債合計 2,214,441 2,506,553

負債合計 7,206,207 7,279,768
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 1,217,800 1,217,800

資本剰余金 2,556,077 2,556,077

利益剰余金 1,502,193 1,533,155

自己株式 △1,186,411 △1,186,411

株主資本合計 4,089,659 4,120,621

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,881 22,101

評価・換算差額等合計 27,881 22,101

純資産合計 4,117,540 4,142,722

負債純資産合計 11,323,747 11,422,490
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

売上高 3,944,680

売上原価 2,210,160

売上総利益 1,734,520

販売費及び一般管理費 ※
 1,591,169

営業利益 143,351

営業外収益

受取利息 542

受取配当金 1,149

受取地代家賃 4,971

その他 6,468

営業外収益合計 13,130

営業外費用

支払利息 16,172

その他 2,757

営業外費用合計 18,929

経常利益 137,552

特別損失

固定資産売却損 46

固定資産除却損 1,434

特別損失合計 1,480

税金等調整前四半期純利益 136,072

法人税、住民税及び事業税 62,048

四半期純利益 74,024

EDINET提出書類

寿スピリッツ株式会社(E00387)

四半期報告書

13/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 136,072

減価償却費 110,779

のれん償却額 10,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,450

賞与引当金の増減額（△は減少） △96,064

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,267

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,700

受取利息及び受取配当金 △1,691

支払利息 16,172

有形固定資産売却損益（△は益） 46

有形固定資産除却損 1,434

売上債権の増減額（△は増加） 273,495

たな卸資産の増減額（△は増加） △84,894

仕入債務の増減額（△は減少） △158,124

その他 252,714

小計 476,356

利息及び配当金の受取額 1,155

利息の支払額 △15,226

法人税等の支払額 △156,316

営業活動によるキャッシュ・フロー 305,969

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △450

定期預金の払戻による収入 1,200

有形固定資産の取得による支出 △64,972

有形固定資産の売却による収入 47

無形固定資産の取得による支出 △14,297

貸付けによる支出 △140

投資有価証券の取得による支出 △301

その他 △3,154

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,067

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000

長期借入金の返済による支出 △123,602

配当金の支払額 △104,986

財務活動によるキャッシュ・フロー △128,588

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 95,314

現金及び現金同等物の期首残高 1,322,073

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,417,387
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついて、従来、主として移動平均法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成

18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として移動平均法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。この変更に伴う損益に与える影響はあ

りません。

【簡便な会計処理】

　当第一四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。なお、法人税等調整額は、「法人税、住民

税及び事業税」に含めて表示しておりま

す。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,008,416千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,912,971千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

　　　従業員給料・賞与　　　　　　      448,290千円

　　　販売促進費　　　　　　　　　　　　288,237千円

　　　貸倒引当金繰入額　　　 　    　 　　1,450

　　　賞与引当金繰入額　  　　　    　 　66,526

    　退職給付引当金繰入額  　　    　   12,609

    　役員退職慰労引当金繰入額        　　2,700

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　貸照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,969,537千円

預入期間が３ヶ月超える定期預金

等

△

552,150

現金及び現金同等物 1,417,387

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　6,068,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　818,680株

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日

定時株主総会
普通株式 104,986 20.00 平成20年３月31日 平成20年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当社の企業集団は、菓子製品の製造及び販売を主な事業としており、１セグメントの売上高、営業利益及び　資

産の金額がいずれも合計の90％超となっております。

　また、当該セグメント以外に開示基準に該当するセグメントがありません。このため、事業の種類別セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当社の企業集団は、当第１四半期連結累計期間において本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び

重要な在外支店がありませんので、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間において海外売上高はありません。

　

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 784.39円 １株当たり純資産額 789.19円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14.10円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在様式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 74,024

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 74,024

期中平均株式数（株） 5,249,320
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っており

ますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月７日

寿スピリッツ株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　宏之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている寿スピリッツ株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、寿スピリッツ株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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